



















































uB - 一 芸d (x)∇ 2¢ (x)･ 吉 和 (拙 x)･讐 (dO ) 2














L(An,On,b,U)-<@(T)A(ig 一榊 (T), (8)
オイラー ･ラグランジェ方程式によりこれらの変数の時間発展方程式を得ることができる｡
ここで考えている系は､ボソン･フェルミオンともに数千個から数百万個存在する｡ その





























相互作用パラメータはRef.[6]から取った｡テス ト粒子数を NT-1- 100の範囲で変え､
一つのテス ト粒子数につき100事象行い集計を取った｡結果が図1である｡NT-100でほと
んど揺らぎなく､TF計算の結果を再現できることがわかる｡
ー328-
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ここでは省略するが､基底状態を初期状
態として時間発展を行いその安定性をテス
トした｡やはり､〃r -100ではかなり答
えが安定であるのに対し､NT-10では
安定性が完全ではないという結果を得てい
る.これはNT-10ではテスト粒子がな
めらかに分布していないためである｡ただ
し､これらのことは初期状態でテスト粒子
をよりなめらか分布させ､さらには密度分
布を計算するときにテスト粒子分布の持つ
デコボコをなめらかにすることにより､よ
り少ないテスト粒子での計算が可能になる
であろう｡
以上のようにまだ改良するべき問題はあ
るが､模型自体は一応作ることに成功した｡
今後､この模型を用いて種々の現象の研究
を行っていく計画である｡また､輸送理論
の改良､特に､量子揺らぎを取りいえる提
案がすでにいくつかなされている｡しかし
ながら､原子核反応ではそれらを十分解析
できる程度の定量的信頼性のある実験現象
が理論計算があまりなかった｡今後､BEC
を研究することでそのような分野が発展し
ていくことを期待している｡
?
? ?
? ?
?
?
??
?
?
??
??
?
??
?
?
?
?
?
? ?
???
?
??
?
?
?
?
?
????
0.035
0.030
L⊥
LOC0.025
0.020
Test-ParticleNumberDependence
ofFerml'OnEnergyLn39K+4OK
100 101 102
Ⅳr
図 1:NTを変化させたときのフェルミオン･エネル
ギー｡第一､二､三､四段がフェルミエネルギー､運
動エネルギー､調和振動ポテンシャルエネルギー､ボ
ソン フーェル ミオン相互作用エネルギーを表す｡100
回事象を繰り返したときの平均値と幅｡実線はTF
近似の結果｡
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